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輸出する際の注意事項 
 

  

本製品（ソフトウェアを含む）は、外国為替および外国

貿易法で規定される規制貨物（または役務）に該当するこ

とがあります。 

その場合、日本国外へ輸出する場合には日本国政府の輸

出許可が必要です。 

なお、輸出許可申請手続きにあたり資料等が必要な場合

には、お買い上げの販売店またはお近くの当社営業拠点に

ご相談ください。 
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は し が き 

本書は NEC Parallel Debugger の利用方法ついて説明したものです。 

本書の読み進め方 

本書は、次の章から構成されています。表の右側の対象読者を参考にして読み進めてくだ

さい。 

章 タイトル 内容 対象読者 

1 概要 NEC Parallel Debuggerの特徴とデバッ

グ利用環境の構成等の説明 

一般利用者 

2 プロジェクトの作成 Eclipse PTPにおける同期プロジェクトの

作成方法の説明 

一般利用者 

3 プロジェクトのビルド Eclipse PTPにおけるプロジェクトのビル

ド方法の説明 

一般利用者 

4 Debug Configuration の

作成・設定 

Eclipse PTPにおけるデバッグ実行の開始

方法の説明 

一般利用者 

5 デバッグ操作 Eclipse PTPにおけるデバッグ操作の説明 一般利用者 

6 注意・制限事項 利用に関する注意・制限事項の説明 一般利用者 

関連説明書 

 C/C++コンパイラユーザーズガイド (G2AF01) 

 Fortranコンパイラユーザーズガイド (G2AF02) 

 NEC MPI ユーザーズガイド（G2AM01） 

備考 

(1) 本書は、NEC Parallel Debugger Release 1.0.0 以降に対応しています。 

(2) Eclipseは、Eclipse Foundationの登録商標です。 

(3) その他、記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。 
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用語定義・略語 

用語・略語 説 明 

ベクトルエンジン 

(VE、Vector Engine) 

SX-Aurora TSUBASAの中核であり、ベクトル演算を行う部分で

す。PCI Expressカードであり、x86サーバーに搭載して使用しま

す。 

ベクトルホスト、ホスト 

(VH、Vector Host) 

ベクトルエンジンを保持するサーバー、つまり、ホストコンピュー

タを指します。 

ノード 共有メモリを有する単位を指します。ベクトルエンジン1枚につき

1ノードを構成します。 

NQSV NEC Network Queuing System V (NQSV) は、高性能なクラス

タシステムの計算リソースを有効に活用するためのジョブ管理シ

ステムです。 

NEC MPI NECが製造するMPI実装です。MPIは、Message Passing 

Interfaceの略語です。主にノード間で並列コンピューティングを

行うための標準化規格です。同一ノード内であっても、プロセスご

とにメモリを共有しない場合、プロセス間の通信にMPIを使用する

ことが可能です。OpenMPとの併用も可能です。 

Eclipse PTP Eclipse Parallel Tools Platform は、OSSの並列アプリケーション

向け統合開発環境です。 

ビュー Eclipseのウィンドウ内に表示されるサブウィンドウの１つ 

パースペクティブ Eclipseにおいて、メニューバーやツールバー、ビュー等を特定の

目的に応じてひとまとめにしたもの 

ターゲットプロセス Parallel Debug ビューまたはDebug ビューで選択したデバッグ

操作対象のプロセス 
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第1章 概要 

1.1 NEC Parallel Debuggerとは 

NEC Parallel Debugger は、Eclipse PTP (Parallel Tools Platform)に対する MPI アプリケーショ

ンのデバッグ機能向けプラグインです。Eclipse PTP は、オープンソースソフトウェアの並列プログ

ラム向け統合開発環境です。本プラグインを適用した Eclipse PTP を使用すると、OpenMP 又は 自

動並列化による共有メモリ型並列処理を行う Fortran 及び C/C++プログラムに加えて，MPI を使用

した分散メモリ型並列プログラムを効率よくデバッグすることができます。 

1.2 利用環境の構成 

利用者は、ssh 等でログインしたフロントエンドマシン上に NEC Parallel Debugger（図の

EclipsePTP with NPDB）を起動し、ソースコードの編集・コンパイル、ssh で起動した SX-Aurora 

TSUBASA システム上で動作するアプリケーションのデバッグを行います。また、sshや NQSV を利

用した会話リクエスト（qlogin）等でログインした SX-Aurora TSUBASA システム上に NEC Parallel 

Debugger を起動して利用することもできます。NEC Parallel Debugger から MPI アプリケーショ

ンのデバッグ実行を開始すると、SX-Aurora TSUBASA システム上に SDM（Scalable Debug 

Manager）が起動され、その配下に gdb およびデバッグ対象である MPI アプリケーションが起動さ

れます。 
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1.3 デバッグ実行の手順 

アプリケーションのデバッグ実行は、以下の手順で行います。ステップ 1-3 で行う設定は、当該ア

プリケーションの初回のデバッグ実行でのみ必要な設定であり、２回目以降のデバッグ実行では、基

本的に設定は不要です。以降の章で、VE上で動作する NEC MPI を使用したアプリケーションのデバ

ッグ実行の手順について、各設定・操作の詳細を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. プロジェクトの作成 

2. プロジェクトのビルド 

3. Debug Configuration の作成・設定 

4. デバッグ操作 
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第2章 プロジェクトの作成 

プロジェクトとは、Eclipse においてソースコードの編集やアプリケーションの作成、デバッグ実行

を行う環境の単位です。Eclipse 上でアプリケーションを開発する場合、プロジェクトを作成する必

要があります。以下に、プロジェクトの作成および make 環境のインポートの手順を２つのケースに

分けて説明します。 

 リモートホスト上のmake環境をインポートするケース 

 ローカルホスト上のmake環境をインポートするケース 

2.1 Eclipse の起動 

以下のコマンドを実行し、Eclipse を起動します。（Eclipse のインストールディレクトリが/INST-

DIR の場合） 

% /INST-DIR/eclipse/eclipse 

Eclipse Launcher のウィンドウが開くので、Workspace ディレクトリ（デバッグ対象であるアプ

リケーションの make 環境を格納するディレクトリ）を入力します。Eclipse のウィンドウが開き、

Welcome ビューが表示されます。 

 

 

表示された Welcome ビューを閉じます（タブのＸをクリック）。Welcome ビューを閉じると、

C/C++パースペクティブが表示されます。 
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2.2 リモートホスト上のmake環境をインポートするケース 

リモートホスト上に存在するアプリケーションの make 環境をインポートする場合、プロジェクト

の種類としては、同期プロジェクトを推奨します。同期プロジェクトによって、Eclipse から操作した

ソースコードの修正といったプロジェクト内の変更内容がインポート元に自動で反映されます。以下

に、同期プロジェクトの作成および make 環境のインポートの手順を説明します。 

(1) Project Explorerビューの空白スペース上で右クリックし、New > Synchronized C/C++ 

ProjectまたはSynchronized Fortran Projectを選択します。 

 

 

(2) New Synchronized Projectウィンドウが開くので、Project Nameを入力し、Connection 

name のNewボタンを押下します。 
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(3) New Connectionウィンドウが開くので、Connection name, Host, User, Passphrase等を

入力し、Finishボタンを押下します。 

 

 

(4) New Synchronized Projectウィンドウ上でRemote directoryを入力し、Project Typeにお

いて、Makefile project > Empty Projectを選択し、Finishボタンを押下します。 



第 2 章 プロジェクトの作成 

- 6 - 

 

 

以上で同期プロジェクトの作成と make 環境のインポートは完了です。 

 

なお、インポート元の変更はインポート先である同期プロジェクトへ自動で反映されません。イン

ポート元の変更を取り込む場合は、Project Explorer で同期プロジェクトを選択し、次いでメニュー

から  ボタンを押下します。 

 

 

 

2.3 ローカルホスト上のmake環境をインポートするケース 

ローカルホスト上に存在するアプリケーションの make 環境をインポートする場合、以下の手順で

プロジェクトを作成します。以下の作業によって、インポート元と同じディレクトリにプロジェクト

が作成されます。 

(1) Project Explorer ビューの空白スペース上で右クリックし、Importを選択します。 
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(2) Importウィンドウが開くので、C++ > Existing Code as Makefile Projectを選択します。 

 

 

(3) ウィンドウが開くので、Project Name, Existing Code Location(インポート元)、Toolchain

としてNoneを選択し、Finishボタンを押下します。 
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(4) Fortranプログラムの場合、C/C++プロジェクトからFortranプロジェクトへ変換します。

Project ExplorerからConvert to Fortran Project を選択します。 

 

 

以上で、プロジェクトの作成と make 環境のインポートは完了です。 
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第3章 プロジェクトのビルド 

プロジェクトをビルドすることで、アプリケーションを作成します。手順を以下に説明します。 

3.1 Build Configurations の設定 

ソースコードの編集やアプリケーションの作成を行うために、コンパイラやヘッダファイルのパス

を設定します。手順を以下に説明します。 

 

(1) Project Explorerビューでプロジェクトを右クリックし、Propertiesを選択します。 

 

 

(2) C/C++ Build > Environment > Add で PATH環境変数を設定します。Fortranプロジェク

トの場合も同様に C/C++ Buildで設定します。 



第 3 章 プロジェクトのビルド 

- 10 - 

 

Makeする際に利用するコマンドのパスが通るように設定して下さい。 

 

 

(3) C/C++ General > Paths and Symbols > Add でインクルードファイルのディレクトリを

設定します。Fortranプロジェクトの場合も同様に C/C++ Generalで設定します。 

 

 

ソースコード上で利用するインクルードファイルのディレクトリを指定します。以下は設定

の例です。適切なインクルードファイルのディレクトリを指定して下さい。 
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3.2 Build Project の実行 

プロジェクトをビルドすることで、アプリケーションを作成します。Project Explorer ビューに表

示されるプロジェクト名を右クリックし、Build Project を選択します。 
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第4章 Debug Configuration の作成・設定 

Debug Configuration を作成し、デバッグ実行の設定を行い、アプリケーションのデバッグを開始

します。デバッグの手順を以下に説明します。 

4.1 Debug Configuration の作成 

Debug Configuration を作成します。手順を以下に説明します。 

(1) Window > Perspective > Open Perspective > Other を選択します。 

 

 

(2) Parallel Debug パースペクティブを選択します。 

 

 

(3) Debug(虫マーク) > Debug Configurations を選択します。 
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(4) Debug Configurations ウィンドウが開くので、Parallel Application > New を選択します。 

 

 

(5) 本Debug Configuraion につける名前をNameテキストボックスに入力します。 
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4.2 Resources の設定 

Resources タブにおいて、MPI アプリケーション実行におけるオプション等を設定します。手順を

以下に説明します。 

(1) Target System Configuration で、Generic NECMPI Interactiveを選択します。 

 

 

(2) Connection Type で、MPIアプリケーションの実行をLocalに起動するか、Remoteに起動す

るかを指定します。Remoteに起動する場合、起動先のホスト情報を入力します。 

(3) MPIアプリケーション実行コマンド(mpiexec)に渡す実行時情報をBasic Optionsで設定しま

す。 
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各設定項目を以下に説明します。 

ビュー名 説明 

Number of 

processes on VE 

nodes 

VE ノード上に起動する MPI アプリケーションの総プロセス数。 

(-np オプションに渡されます) 

VE node range MPI アプリケーションを起動する VE の VE ノード番号。 

1 つの VE ノード番号を単独で指定するか、または２つの VE ノード

番号を”-“でつないで VE ノードの範囲を指定します。指定がない場

合、VE#0 上に MPI アプリケーションを起動します。 

(-ve オプションに渡されます) 

 単独指定の例：1   (VE ノード番号#1 を使用する場合) 

 範囲指定の例：0-7 （VE ノード番号#0-#7 を使用する場合） 

Host file MPI アプリケーションを起動するホストが記述されたファイル名を

指定します。ファイルには、ホスト名を１行づつ記述します。Host 

file および Host list に指定がない場合、ローカルホスト上に MPI ア

プリケーションを起動します。 

(-hostfile オプションに渡されます） 
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ビュー名 説明 

Host list MPI アプリケーションを起動するホストを指定します。1 つのホスト

名を単独で指定するか、または２つ以上のホスト名を”,“でつないで

指定します。Host file および Host list に指定がない場合、ローカル

ホスト上に MPI アプリケーションを起動します。 

(-hosts オプションに渡されます) 

 指定例：host1,host2,host3 

 

(4) 上記以外の実行時情報を指定したい場合、Advanced Optionsで設定します。まずExtra 

Argumentsのチェックボックスを選択し、次いでテキストボックスにMPIアプリケーション

実行コマンドに渡すオプションを指定します。 

 

4.3 Application の設定 

Application タブにおいて、プロジェクトおよびアプリケーションを指定します。 
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4.4 Debugger の設定 

Debugger タブにおいて、デバッガ情報を設定します。 

(1) Debugger backend として、sxaurora-gdb-miを選択します。 

(2) Use built-in SDM if available for the target platform のチェックボックスを外します。 

 

 

4.5 Environmentの設定 
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必要に応じて、Environment タブでアプリケーション実行で有効にする環境変数を設定します。 

 

ここで設定された環境変数は、mpiexec コマンドの起動ホスト（Resources タブの Connection 

Type で設定したホスト）でのみ有効となります。本環境変数を MPI アプリケーション全体で有効に

する場合には、NEC MPI でサポートされている NMPI_EXPORT 環境変数を併用して下さい。 

 

 

NEC Parallel Debugger でサポートする環境変数は以下の通りです。 

環境変数 内容 

NPDB_SDM_PORTRANGE SDM間のTCPIP接続時に利用するポート番号の範囲を指定しま

す。ポート番号を”:”で区切って指定します。既定値は、

50000:50079です。 

 

4.6 その他の設定 

必要に応じて、Arguments タブ等の他のタブでの設定を行います。 

4.7 デバッグ実行の開始 

Apply ボタンを押下して上記設定を保存し、次いで Debug ボタンを押下してデバッグ実行を開始

します。 
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MPI アプリケーションを起動するホスト上で適切にアプリケーションを実行できるように、ログイ

ンシェル等で NEC MPI のセットアップスクリプトを読み込むように設定されていることを事前にご

確認下さい。 
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第5章 デバッグ操作 

Eclipse PTP における主要なデバッグ操作について説明します。 

 

なお、詳細なデバッグ操作については、Eclipse 公式サイトの Help に掲載されている「Parallel 

Development User Guide」をご参照下さい。 

5.1 利用可能ビュー一覧 

Parallel Debug パースペクティブにおいて、デフォルトで表示されるビューの内、VE 向けアプリ

ケーションに対して利用できるビューは以下の通りです。各ビューのタブ部分にビュー名が表示され

ます。Editor については、タブ部分に開いているファイルの名前が表示されます。 

 

ビュー名 説明 

Parallel Debug 複数プロセスに対する一括実行を操作します。 

Debug ターゲットプロセスに対する実行操作およびスタックトレース表

示を行います。 

Editor ソースコードを表示します。 

Breakpoints ブレイクポイントの一覧を表示します。 

Variables ターゲットプロセスの選択したスタックにおける引数・局所変数を

表示します。 

Arrays 配列情報を表示します。 

Expressions コード入力によって、データを検査できます。 

Signals ターゲットプロセスのデバッガにおけるシグナル操作を一覧表示

します。 

Outline Editor ビューで表示しているファイルの構造を表示します。 

Console プログラムの標準出力および標準エラー出力を表示します。 

Problems プロジェクトのビルド時のエラーを表示します。 

Error Log プラグインにおいて発生した警告およびエラーを表示します。 
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5.2 複数プロセスの一括実行 

複数プロセスに対して一括して実行操作を行う場合、Parallel debug ビューで実行を操作します。

手順としては、Parallel Debug ビューで実行対象とするプロセスセットを選択し、次いで実行コマン

ドを選択します。既定値のプロセスセットは、実行中の全プロセス（ルートセット）です。したがっ

て、プロセスセットを選択せずに実行コマンドのみ選択した場合、ルートセットに対して一括して実

行を操作します。 

 

 

 

各実行コマンドについて、以下に説明します。 

  

実行コマンド 名称 説明 

 

Resume 

Group 

選択したプロセスセットの実行を再開します。 

 

Suspend 

Group 

選択したプロセスセットの実行を停止します。 

 

Step Into 

Group 

選択したプロセスセットの実行を再開し、ソー

スコードの現在行を実行し、次行の先頭で停止

します。 

現在行が手続き呼び出しの場合、当該手続きの

先頭で停止します。 

 

Step Over 

Group 

選択したプロセスセットの実行を再開し、ソー

スコードの現在行を実行し、次行の先頭で停止

します。 

現在行が手続き呼び出しの場合、当該手続きを

実行し、当該手続き呼び出しの次行の先頭で停

止します。 

 

Step Return  

Group 

選択したプロセスセットの現在停止している手

続きを実行し、当該手続き呼び出しの次行の先

頭で停止します。 
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実行コマンド 名称 説明 

 

Terminate 

Group 

選択したプロセスセットのデバッグセッション

を終了します。 

 

5.3 特定プロセスの実行 

特定プロセスに対して実行操作を行う場合、Debug ビューで実行を操作します。手順としては、ま

ずターゲットプロセス・スタックを選択し、次いで実行コマンドを選択します。手順の詳細を以下に

説明します。 

(1) ターゲットにしたいプロセスをParallel Debugビューで選択（ダブルクリック）します。選択

したプロセスのスタックトレースがDebugビューに追加されます。 

（※）菱形マークが1プロセスを表します。カーソルを合わせるとランク番号が表示されます。 

（※）Debugビューに追加されたプロセスには、黒枠マークがつきます。 

 

 

(2) スタックをDebugビューで選択します。 

 

 

(3) 実行コマンドを選択します。 

 

各実行コマンドについて、以下に説明します。 

 

実行コマンド 名称 説明 

 

Resume ターゲットプロセスの実行を再開します。 
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実行コマンド 名称 説明 

 

Suspend ターゲットプロセスの実行を停止します。 

 

Step Into ターゲットプロセスの実行を再開し、ソースコー

ドの現在行を実行し、次行の先頭で停止します。 

現在行が手続き呼び出しの場合、当該手続きの先

頭で停止します。 

 

Step Over ターゲットプロセスの実行を再開し、ソースコー

ドの現在行を実行し、次行の先頭で停止します。 

現在行が手続き呼び出しの場合、当該手続きを実

行し、当該手続き呼び出しの次行の先頭で停止し

ます。 

 

Step Return ターゲットプロセスの現在停止している手続き

を実行し、当該手続き呼び出しの次行の先頭で停

止します。 

 

Terminate ターゲットプロセスのデバッグセッションを終

了します。 

 

Remove  

All Terminated 

Launches 

終了したデバッグセッションの表示を Debug ビ

ューから削除します。 

5.4 スタックトレースの参照 

ターゲットプロセスのスタックトレースは、Debug ビューで参照します。 

 

 

表示内容について、以下に説明します。 
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セッション名 

   Process MPIランク番号  

        Thread [スレッド番号] (実行状態（停止している場合は停止理由）) 

            第N  スタック 関数名 ファイル名：行番号 アドレス 

      第N-1スタック  関数名 ファイル名：行番号 アドレス  

                : 

 

5.5 変数の参照 

選択しているスタックの引数および局所変数は、Variables ビューで参照します。まず Parallel 

Debug ビューまたは Debug ビューでターゲットプロセスを選択し、次に Debug ビューでスタック

を選択します。選択したスタックの引数および局所変数が Variables ビューに表示されます。 

 

 

また、外部変数を含む各変数は、Editor ビューに表示されるソースコード上からも参照できます。

参照したい変数上にポインタを移動することで、変数情報がホバー表示されます。 

 

 

5.6 ブレイクポイントの設定 

ブレイクポイントを設定する場合、Editor ビューで操作を行います。Editor ビューで表示されるソ

ースコードの行番号の左側をダブルクリックすることで、ブレイクポイントの設定・削除を行います。

既定値では、全プロセスに対して有効なブレイクポイントが設定されます。 
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設定したブレイクポイントは、Breakpoints ビューで一覧表示されます。 

 

 

 

5.7 デバッグの終了 

アプリケーションのデバッグを終了する場合、Debug ビューにおいて、  ボタンを押下してプロ

セスを終了させ、その後 ボタンを押下してデバッグセッションを削除します。 

 

 

次に、Parallel Debug ビュー において  ボタンを押下して、残りのプロセスを終了させます。

その後、Parallel Debug ビューでデバッグ中のジョブを右クリックし、デバッグセッションを削除し

ます。 
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第6章 注意・制限事項 

6.1 注意事項 

 NEC Parallel Debuggerは、Eclipse PTPの最新版である Oxygen v3に対応しています。ご利用

に際しては、Eclipse PTP の Oxygen v3版をご利用下さい。 

 デバッグ開始時にConsoleビューに以下のメッセージが表示されます。これは、MPIプロセス情

報の取得のため、デバッグ開始時にmpiexecコマンドにgdbでアタッチする際に表示される警告

メッセージです。MPIアプリケーションのデバッグに影響はありません。 

Missing separate debuginfos, use: debuginfo-install glibc-2.17-157.el7.x86_64 

 watch point, trace point の機能はご利用いただけません。 

 

6.2 その他 

 VE上で動作するアプリケーションについて、非MPIアプリケーションをデバッグする場合、

EclipseのCDTプラグインやFortranプラグイン等をご利用いただけます。その際はDebug 

Configuration 作成時に Debugger タブで行うデバッガの設定として、 VE 向け gdb 

(/opt/nec/ve/bin/gdb)を指定して下さい。 

（ご参考） 

各プラグインの詳細については、Eclipseの公式サイトのHelpより下記のユーザガイドをご

参照下さい。 

 C/C++ Development User Guide 

 Fortran Development User Guide 
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付録 A 改版履歴 

版数 発行日 区分 追加・変更機能 対象箇所 

初版 2018年5月    

2版 2018年12月 削除 変数参照の制限事項 6.2 

3版 2019年5月 更新 図・説明の見直し 1.2 
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